
臨床検体使用に関するお知らせ 

 

『研究課題名 

緊急上部内視鏡で内視鏡的止血術施行した出血性胃十二指腸潰瘍の時代変遷における比

較検討 

～10年前と現在の比較～』 

 

【研究の背景および目的】 

出血性胃十二指腸潰瘍は緊急内視鏡にて依然として頻度の高い疾患である。しかし、H. 

pylori除菌療法や新たな抗血小板剤の普及にともない時代変遷による臨床的な変化が推

測される。今回我々は、患者背景や止血法に変化があるか後方視的に比較検討を行った。 

そこで、東邦大学医療センター大森病院消化器内科では、患者背景や止血法に変化があ

るか後方視的に比較検討を目的として本研究を計画しました。 

この研究で得られる成果は、今後の内視鏡治療への貢献につながります。 

 

【研究対象および方法】 

この研究は、東邦大学医療センター大森病院倫理委員会の承認を得て実施するものです。 

2004年 1月から 2006年 12月の 3年間と 2014年 1月から 2016年 12月の 3年間での当

院にて緊急上部内視鏡精査を施行した 562件（2004年-2006年）、467件（2014年-2016

年）の 2群に分けて、そのうち内視鏡的止血術を施行した出血性胃十二指腸潰瘍症例の

138例（A群）と 75例（B群）を対象とした。検討内容として患者背景、止血法、各種

リスク因子などを抽出し両群を比較検討した。検定は、カイ二乗検定、t検定および

Fisher正確検定を用いた。 

今回の研究で得られた成果を、医学的な専門学会や専門雑誌等で報告することがありま

すが、個人を特定できるような情報が外部に漏れることは一切ありません。 

本研究に関してご質問のある方、診療情報やを研究に利用することを承諾されない方は、

下記までご連絡下さい。 

 

【連絡先および担当者】        東邦大学医療センター大森病院 消化器内科 

職位・氏名 シニアレジデント 團 宣博 

電話 03-3762-4151 内線 77392 


